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平成 27 年度スポーツ庁補助事業「スポーツによる地域活性化推進事業（スポーツを

通じた健康長寿社会等の創生）」より。 

平成 27 年度スポーツ庁補助事業「スポーツによる地域活性化推進事業（スポーツ

を通じた健康長寿社会等の創生）」より。 

平成２７年度「スポーツによる地域活性化推進事業」取組事例 

 

 

山形県酒田市  

地域活性化推進事業（ノルディックウォーキング） 

 手軽に実施できるノルディックウォーキングをきっかけに、市

民のスポーツ実施率の向上・健康づくり・生活習慣病の予防等、

健康寿命への意識の高揚とともに、地域ににぎわいと健康社会

の構築を目的として実施。 

 各中学校区ごとに年 3 回以上の教室を実施。専門指導員を派遣

し、各地区のコミュニティ振興会や体育振興会が中心となって

実施、スポーツ推進委員が補助指導。10 月に大会も開催した。 

 教室及び大会参加者には、参加賞として万歩計を配布。ノルデ

ィックウォーキングの講義を受けた大会参加者へは、温泉施設

利用券を配布した。これらは市内企業より協賛を受け実施し

た。 

 

 

山形県上山市  

温泉旅館で実施する温泉入浴付きのスポーツ教室 

・ 市の特色を生かし、スポーツ教室にインセンティブとして

温泉入浴をセットにして参加意欲を上げ、特に女性と高齢

者のスポーツ実施率を上げることを目的として実施。 

・ 温泉旅館を会場にして、大広間で吹き矢、ピラティス、ヨ

ガ、フラダンス等の軽スポーツの教室を実施。事前の健康

チェックを行ってのクアオルトウォーキングも実施した。 

子育て世代の女性も参加しやすくするため、子供の一時預

かりができる上山市総合こどもセンターと連携した。 

・ 教室の会場として旅館を利用することで、旅館の日中の稼

働率を上げるとともに、温泉入浴をプログラムに組み込む

ことで、事業終了後の温泉利用拡大を図った。 

 

リフレッシュ・ヨガ 

 

貯筋運動 
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ツを通じた健康長寿社会等の創生）」より。 
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山形県上山市  

出前スポーツ教室 

・ 外出したいが交通手段がないために運動・スポーツができ

ないという高齢者を対象に、最寄の地区公民館においてス

ポーツ教室を開催し、高齢者のスポーツ実施率を上げると

ともに健康増進を図ることを目的として実施。 

・ 高齢者が手軽に取り組める種目（ピラティス、ヨガ、ウォ

ーキング等）の教室を開催。初回実施時には保健師を派遣

し、実施前の健康講話、健康チェックなどの指導を実施。 

・ 参加者には総合型クラブのお試し券を配布し、クラブの会

員数増と自発的な施設利用の働きかけを行った。 

・ 今後も人気種目の継続や地区公民館を会場にして参加し

やすくするなど、一人でも多くの方に運動・スポーツをし

てもらい健康増進につなげていく。 

ロコモ体操 

 

ウォーキング 

 

 

山形県上山市  

サイクリング入門教室 

・ スポーツをする時間がなかなか取れない子育て世代を主な

ターゲットとし、自転車愛好家を増やし、健康増進を図ると

同時に、毎年 11 月に開催している「ツール・ド・ラ・フラ

ンス大会」の市民参加率の向上を目的とする。 

・ 大会で使用する「ファミリーコース（20km）」を使用し、

自転車の点検や安全な乗り方、ガイドによるコース案内を実

施。大会ボランティアの参加についても啓発を行った。 

・ 休憩場所として地元の逸品が食べられる場所を用意し、食の

魅力を加えた。 

講習 

15km コース 
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東京都日野市  

ふらっと健康運動体験教室 

・ 日頃の運動週間のない子育て世代（主婦層）をターゲットと

し、運動をするきっかけづくりや仲間作りの一助となること

を目的として実施。また、地域で使用できる Waon ポイント

を付与することで、地域商業の活性化もねらいとした。 

・ イオンモールと連携し、買い物に訪れる子育て世代の女性に、

普段着で取り組める健康運動や、子供連れでも参加できる親

子体操など、健康と運動に対する理解促進と取組のきっかけ

を提供した。 

・ 当日ふらっと立ち寄れるよう、事前申込制にはせず、外出し

やすい午前中に実施した。 

・ 今後は市の独自予算で継続していく。 

 

 

 

 

横浜市  

よこはまウォーキングポイント 

・ 中高年など自身の健康づくりの必要性を感じているが、なか

なか行動に移せない層に対して、誰でも取り組むことのでき

るウォーキングを通してきっかけを提供。同時に「地域のつ

ながりづくり」を促進し、参加者が記録のため商店街を訪れ

ることで、地域活性化につなげることをねらいとした。 

・ 個人以外に事業所（企業）単位での参加も受付。 

・ 参加者に歩数計を配付し、市内協力店に設置したリーダーで

データを送信、Web 上で確認できるようにした。3 か月に 1

回、また 1 年に 1 回、200 ポイント以上獲得者を対象に自

動抽選を行い、3,000 円の地域商品券等をプレゼントした。 

・ H28 年度は Web 申込の開始など、参加機会を増やすことで、

さらに多くの運動・スポーツ無関心層への働きかけにつなげ、

運動・スポーツ週間定着を目指す。 
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新潟県見附市  

スポーツウエルネスサービスによる地域活性化モデルの構築 

・ H26 より実施する SWC 総合特区 6 市による「6 市連携健

幸ポイントプロジェクト」として、様々なインセンティブ付

の地域スポーツウエルネスサービスを提供し、スポーツを通

じた健康増進、地域活性化を図る効果の高いモデルを実証

し、有効なガイドライン案のとりまとめを行う。 

・ 無関心層が参加しやすいよう、日常生活における歩くことを

中心とした身体活動量の増加を図る取組をはじめ、健康・運

動教室等への参加に対しポイントを付与し、地域商品券等と

交換可能とした。 

・ ICT を活用し、参加者の歩数や体組成データ等が把握できる

システムを構築し、実施状況や結果の見える化を図った。 

ウォーキング講座 

 

健康運動教室 

 

 

 

新潟市  

にいがたし健幸マイレージ 

・ 体育施設や民間の健康づくり活動や教室への参加に対しポイ

ントを付与し、抽選で商品をプレゼントするといったインセ

ンティブ制度を用い、運動無関心層を取り込み、活動の定着

を図った。 

・ 参加者にはスタンプかシールを台紙に付与し、5 枚１口で応

募。市体育施設や民間スポーツクラブの利用券、健康関連グ

ッズなどを贈呈。 

・ 「にいがた未来ポイント」（環境・健康に対する行動にポイン

トを付与）も併せてためることができるため、環境活動への

参加者も誘導することができた。 

写真なし 
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新潟市  

SWC フォーラム 

・ 「歩くこと」に着目し、健幸づくりとまちづくりが連携し、

誰もが健やかで幸せに暮らせる「健幸都市づくり(Smart 

Wellnes City)」に取り組み、多くの市民に健康づくりに関心

を持っていただき、健康づくりに対する機運の醸成、動機付

け及び支援や健康的な生活習慣の定着を図った。 

・ 市民の健康づくりのきっかけとなるよう、またにいがた未来

ポイントと健幸マイレージの周知として、講演会を開催。 

・ 健康づくりに無関心な人にも知名度のある講師を招聘し、一

般人にもなじみのある内容で実施した。 

・ 今後も年 1 回は開催し、ポイント事業の周知に加えて他の事

業や体育施設の利用につなげていく。 

写真なし 

 

 

 

 

静岡県小山町  

富士マラソンフェスタ 2015 における新種目の開催 

・ 富士スピードウェイのサーキットコースをマラソンコースと

して活用し、「リレーマラソン」を実施。 

・ 観光 PR や特産品の販売を行うブースを多数設け、マラソン

選手のトークショーなどステージイベントも充実させること

により、地域活性化はもちろんのこと、運動無関心層の取り

込みも図った。 

・ 大会記録を記録証として配布するとともに、商工会、観光協

会と連携し地場産品や観光名所の紹介を行うことで、リピー

ターの増加に努めた。 

・ 参加者に対し、宿泊案内や観光施設等の割引券を事前送付し、

地域活性化を図った。 

写真なし 
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愛知県豊田市  

ウイメンズ限定マラソン教室 

・ 企業マラソンチームと連携し、指導者の派遣や、連携先の保

有する施設を有効活用し、スポーツ教室を開催。専門性の高

い指導により、市民が正しくスポーツや健康についての理論

や方法を学ぶとともに、興味・関心を持ち、健康で豊かな生

活への意欲向上をねらいとした。 

・ 初心者やこれからマラソンを始めようとする女性を初心者と

未経験者のペアで募集し、マラソン教室を開催。 

・ 参加者のほとんどが豊田マラソン大会に参加したほか、教室

で知り合った仲間でチームを編成し、市民駅伝大会に参加し

た方もいた。今後も継続して実施することにより、無関心層

の参加も増えてくると感じている。 

 

 

 

 

 

 

愛知県豊田市  

ウォーキング教室・ウォーキングイベント 

・ 総合型クラブと連携し、各地区でウォーキング教室やイ

ベントを開催。様々な条件を各地域の実情に合ったもの

となるようにし、より多くの人に関心を持ってもらい、

スポーツ・運動実施率の向上を目指した。 

・ 積極的に家族での参加を呼びかけ、また関心層が無関心

層を誘って参加することを条件とするなど、無関心層が

参加しやすい状況を作った。 

・ 歩くことだけを目的とせず、目的地での食事やお土産を

買うなどの企画を行い、好評を得た。 

 

 

 










